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主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 豊かな自然ときれいな水が育む元気に安心して過ごせるまちづくり
施策 豊かな自然と生活環境を守る 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

地域新エネルギー推進事業

環境水道課
環境衛生係

地球温暖化対策事業

環境水道課
環境衛生係

地球温暖化対策事業

環境水道課
環境衛生係

事務事業合計 9,513 9,130 3,104

主な取組 2 地球温暖化対策
①太陽光蓄電システム補助件数（累計） 件 9 18 25 28 60 100

取組の対象 温室効果ガス

取組の意図 排出量を削減し、吸収量を上げる。

① 下回った
個別指標の太陽光蓄電システム補助件数はR8中間値達成は難しい状況であるが、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定し、「地球環境にやさしい持続可能なまち」を次の世代に引き継ぐために、町、町民、事業者が連携を図り、ゼロカーボン
タウンの実現を目指す。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初
予算額

決算額
当初
予算額

1 公共施設
再生可能エネルギーを利用し、環境
負荷の少ない循環型社会を構築す
るため

防災拠点支援事業で設置した太陽
光発電システムの遠隔監視

公共施設に防災拠点支援事業で設置した太陽光発電システムの遠隔監視と
売電収入基金積み立てを行った。

538 553 1,856

2
住宅用の太陽光発電システ
ムにより充電できる蓄電シス
テムを設置しようとする者

再生可能エネルギーを利用し、環境
負荷の少ない循環型社会を構築す
るため

住宅用の太陽光発電システムを利
用して充電できる蓄電システムの設
置に対する補助

住宅用の太陽光発電システムを利用して充電できる蓄電システムの設置に
対する補助（上限６万円）を行った。（補助件数３件）

600 180 1,248

3
地球温暖化対策実行計画
（事務事業編・区域施策編）

地球温暖化対策のため二酸化炭素
排出量削減を図る

・役場の事務事業により排出される
二酸化炭素量を調査し計画の進行
管理を行う
・町民への周知・意識醸成

・各課が事業実施において消費しているエネルギー（ガソリン、電気等）の量
から、二酸化炭素排出量の削減が図られたのか調査した。
・脱炭素社会実現に向けた基本方針や具体的な目標を定めるため、南会津
町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定した。

8,375 8,397 0
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